
　吉和地域の人口減少は著しく、高齢化がすすむ中で、住民は病気や高齢のため生活が困難になると他
の圏域の病院に入院や施設入所（特養、グループホーム等）しかないという思いは強い。これからの生
活に対して不安はありつつも、行政が取り組むべき課題との認識もあり、住民自ら具体的に考えること
はなかった。
　しかし、今後更に高齢化と人口減少がすすむ中で、１人暮らしの高齢者等が最後まで住み慣れた吉和
で生活するには限界がある。このような取り組みによってその限界を少しでも延ばしていこうという思
いから、地域住民の理解と協力はかかせないとの認識のもとに協議を始めた。

地域住民が主体的に運営する高齢者福祉施設（吉和地域）　

　　取り組みの背景と課題認識 

事業の内容
（吉和福祉センター）

（参考資料）
ほっと吉和　

出所：～広島の地域包括ケアからの抜粋～

平成２４年１１月「将来住み続けられる環境づくりの検討会」を開催（月１回）
構成員：廿日市市役所吉和支所、市社協、市社協吉和事務所、吉和診療所の医師

住民主体で実施する取り組みに付いての長期ビジョンを具体的に計画するために、座談会の意見など
可能な限り共有できるようにイメージ図を作成するなどの工夫や常に目標を共有し活動がぶれていか
ないように進めることを確認

平成２５年２月有資格者懇談会（看護職・介護職１１人参加）
平成２５年９月第１回福祉座談会開催（参加者４５人、うち地域住民３３人）
平成２５年１１月第２回福祉座談会開催（参加者３７人、うち地域住民２５人）
平成２５年１２月防府市の小規模多機能ハウス、小規模特養、グループホームを視察（参加者２９人）
平成２６年２月第３回福祉座談会開催（参加者３２人、うち地域住民２３人）
「生涯暮らし続けられる吉和地域をつくる会」が主導する体制へ
平成２６年６月第１回「生涯暮らし続けられる吉和地域をつくる会」（住民の創意で結成）
平成２６年８月第２回つくる会で「泊まりの施設」の建設を市へ要望することを決定
平成２７年３月「泊まりの施設」の建設を盛り込んだ第６期廿日市市介護保険事業計画案可決報告
平成２７年７月「施設部会」を、平成２７年１１月「運営部会」を設置決定
平成２８年９月ＮＰＯ法人の定款等をまとめる。
平成２８年１０月ＮＰＯ法人「ほっと吉和」設立総会開催（３０人出席）その後、県知事に申請

平成２９年２月３日付けで設立登記完了



ほっと吉和の３つのサービス

一時的な泊まり場所と見守り 巡回バス・デマンドカー運行 生活支援サービス提供

泊まりの見守り事業 福祉バス運行事業 人材センター事業


